
 

『３．１１』       
院長メモ 

またあの日がやって来ます。 

当時、聞きなれない携帯のビービーという警報音とし

ばらくの後の大きな揺れ。患者さんすべてをクリニック

の外に誘導し、棚から崩れ落ちるカルテになすすべも

なく立ち尽くした、あの日が今年もやって来ます。 

当院では、毎年１４：３０頃外来待ちの患者さんにもお

願いして、スタッフ一同サイレンの音に合わせてささや

かな黙祷を捧げます。 
 

 
 

 

                                                                                

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年２月２４日（２０１８） 第００５７号 

震災－その後－ 

 

 

●破壊され尽くされた海岸に立つ老婆の写真＜４月９日の岩手日報＞ 
 避難所で配られるパンやおにぎりを半分だけ残して、行方不明の夫を探しに毎朝海岸に出かけ 

ている。「お腹が空いているだろうと思って」 

－3.11 現実に起きたことへのあなたの想いを忘れないよう、私の診察室に飾ってあります。 
 

●大槌から雫石の旅館へ避難してきたおばあさん＜避難所回診＞ 
 「ご住所は？」、「住所も何もありません。何もかも流されました。着のみ着のままです」、 

「そうですね……」 

 －あたりまえの診療行為の手順では、あなたの悲しみを察することができませんでした。 

 

●被災地に行っているという若い自衛隊員＜外来＞ 
 「毎日何を食べているの？」、「乾パンと缶詰です」、「自衛隊でも、炊き出しとかしているよ 

うだけど食べないの？」、「あれは被災者の方のためのものですから、自分たちは食べません」 

 －仕事に対する責務というものを、あなたたちが教えてくれました。 

 

●「自転車とジャージが欲しい」という大槌の同級生 M 医師＜避難所診療室＞ 
 M と、私が書いた白い帽子をかぶせて……、「大変だったな」と私。 

 「うん、こうなったら笑うしかないのさ～」と M 医師。「頭もずいぶん被災したなぁ」、 

「これは震災前からだ。アハハ～」 

 －自らもすべてを失ったその日の夜から、避難所でビショビショの衣服のまま診療にあたって 

いたことを、後で知り合いの看護師から聞きました。知らなかった、ごめん。 

 

MedicalDoctor 2012.10 月号より 

 
 

 

 

 



 

 

このマガジンは当クリニックホームページ（クリニック便り）でもご覧になれます。 

検 索 ゆとりが丘クリニック 

  

日 月 火 水 木 金 土 

        1 2  3 

 4 5  6  7  8  9 10 

11 12 13 14 15 16 17 

18 19 20 21 22 23 24 

25 26 27 28 29 30 31 

 ○=休診日 ★=診療時間変更 

 

 

都合により変更になる事がございます。ご了承願います。 

（日曜・水曜・祭日は休診日です） 平成３０年３月 

★ ３月 ８日（木） 午後診療受付１８：００まで 

            盛岡准看護学院謝恩会 

出席の為 

★ ３月２４日（土） 午後休診 

             わん博２０１８医師会ブース 

            参加の為 
             

            

     

 

 

 

 

午前検査外来  ★ 
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